
『
ト
ン
ボ
の
眼
』
特
別
講
演
会
資
料

平
成
三
十
年
一
月
二
十
七
日

豊
島
区
立
生
活
産
業
プ
ラ
ザ

『
魏
志
』
倭
人
伝
と
卑
弥
呼
の
言
語

北

川

和

秀

１
．
五
世
紀
の
文
章
の
例

①
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
（
埼
玉
県
行
田
市
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
。
四
七
一
年
か
五
三
一
年
）

【
釈
文
】

（
表
）
辛
亥
年
七
月
中
記
乎
獲
居
臣
上
祖
名
意
富
比

其
児
多
加
利
足
尼
其
児
名
弖
已
加
利
獲
居
其
児
名

多
加
披
次
獲
居
其
児
名
多
沙
鬼
獲
居
其
児
名
半
弖
比

（
裏
）
其
児
名
加
差
披
余
其
児
名
乎
獲
居
臣
世
々
為
杖
刀
人
首
奉
事
来
至
今
獲
加
多
支
鹵
大
王
寺
在
斯

鬼
宮
時
吾
左
治
天
下
令
作
此
百
練
利
刀
記
吾
奉
事
根
原
也

【
訓
読
文
】

辛
亥
年
七
月
中
記
す
。
乎
獲
居
臣
、
上

祖
の
名
は
意
富
比

、
其
の
児
多
加
利
足
尼
、
其
の
児
名
は

を

わ

け

か
み
つ
お
や

お

ほ

ひ

こ

た

か

り

す

く

ね

弖
已
加
利
獲
居
、
其
の
児
名
は
多
加
披
次
獲
居
、
其
の
児
名
は
多
沙
鬼
獲
居
、
其
の
児
名
は
半
弖
比
、

て

よ

か

り

わ

け

た

か

は

し

わ

け

た

さ

き

わ

け

は

て

ひ

其
の
児
名
は
加
差
披
余
、
其
の
児
名
は
乎
獲
居
臣
。
世
々
杖
刀
人
の

首

と
為
て
、
事
へ
奉
り
来
た
り

か

さ

は

よ

を

わ

け

か
し
ら

つ
か

て
今
に
至
る
。
獲
加
多
支
鹵
大
王
の
寺
斯
鬼
宮
に
在
り
し
時
、
吾
天
下
を
治
む
る
こ
と
を
左
く
。
此

わ

か

た

け

る

し

き

た
す

の
百
練
の
利
刀
を
作
ら
し
め
て
、
吾
が
事
へ
奉
る
根
原
を
記
す
な
り
。

つ
か

＊
他
に
、
隅
田
八
幡
宮
人
物
画
像
鏡
銘
（
四
四
三
年
か
五
〇
三
年
）
と
熊
本
県
玉
名
郡
江
田
船
山
古
墳

出
土
大
刀
銘
（
五
世
紀
後
半
）
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
も
字
音
表
記
の
人
名
・
地
名
が
見
え
る
。

意
柴
沙
加
宮
（
お
し
さ
か
）

斯
麻
（
し
ま
）

以
上
、
隅
田
八
幡
宮
人
物
画
像
鏡
銘

〔
加
多
支
か
〕

獲

鹵
大
王
（
わ
か
た
け
る
）

〔
利
か
〕

无

弖
（
む
り
て
）

〔
和
か
加
か
〕

伊
太

（
い
た
わ
、
い
た
か
）

以
上
、
江
田
船
山
古
墳
大
刀
銘



２
．
七
世
紀
の
文
章
の
例

○
山
上
碑
（
群
馬
県
高
崎
市
。
天
武
十
年
〈
六
八
一
〉
）

【
釈
文
】

辛
巳
歳
集
月
三
日
記
佐
野
三
家
定
賜
健
守
命
孫
黒
売
刀
自
此
新
川
臣
児
斯
多
々
弥
足
尼
孫
大
児
臣
娶
生

児
長
利
僧
母
為
記
定
文
也

放
光
寺
僧

【
訓
読
文
】

辛

巳
の
歳
集
月
三
日
記
す
。
佐
野
の
三
家
と
定
め
賜
ひ
し
健

守

命

の
孫
黒
売
刀
自
、
此
れ
新
川
臣
の

か
の
と

み

み

や
け

た
け
も
り
の
み
こ
と

く
ろ

め

と

じ

児
斯
多
々
弥
足
尼
の
孫
大
児
臣
に
娶
ひ
て
生
め
る
児
、
長
利
僧
、
母
の
為
に
記
し
定
む
る
文
也
。
放
光

し

た

だ

み
の

す
く

ね

寺
の
僧
な
り
。

３
．
魏
志
倭
人
伝
の
本
文

倭
人
在
二

帯
方
東
南
大
海
之
中
一

、
依
二

山
島
一

為
二

国
邑
一

。
旧
百
余
国
。
漢
時
有
二

朝
見
者
一

。
今
使
訳
所

レ

通
三
十
国
。

従
レ

郡
至
レ

倭
、
循
二

海
岸
一

水
行
、
歴
二

韓
国
一

、
乍
南
乍
東
、
到
二

其
北
岸
狗
邪
韓
国
一

。
七
千
余
里
、
始

度
二

一
海
一

、
千
余
里
至
二

対
馬
国
一

。
其
大
官
曰
二

卑
狗
一

、
副
曰
二

卑
奴
母
離
一

。
所
レ

居
絶
島
、
方
可
二

四
百

余
里
一

。
土
地
山
険
、
多
二

深
林
一

。
道
路
如
二

禽
鹿
径
一

。
有
二

千
余
戸
一

。
無
二

良
田
一

、
食
二

海
物
一

自
活
。
乗

レ

船
南
北
市
糴
。
又
南
渡
二

一
海
一

。
千
余
里
、
名
曰
二

瀚
海
一

。
至
二

一
大
国
一

。
官
亦
曰
二

卑
狗
一

、
副
曰
二

卑

奴
母
離
一

。
方
可
二

三
百
里
一

。
多
二

竹
木
叢
林
一

。
有
二

三
千
許
家
一

。
差
有
二

田
地
一

、
耕
レ

田
猶
不
レ

足
レ

食
。

亦
南
北
市
糴
。
又
渡
二

一
海
一

、
千
余
里
至
二

末
廬
国
一

。
有
二

四
千
余
戸
一

。
浜
二

山
海
一

居
。
草
木
茂
盛
、
行

不
レ

見
二

前
人
一

。
好
捕
二

魚
鰒
一

、
水
無
二

深
浅
一

、
皆
沈
没
取
レ

之
。
東
南
陸
行
五
百
里
、
到
二

伊
都
国
一

。
官

曰
二

爾
支
一

、
副
曰
二

泄
謨
觚
・
柄
渠
觚
一

。
有
二

千
余
戸
一

。
世
有
レ

王
。
皆
統
二

属
女
王
国
一

。
郡
使
往
来
常
所

レ

駐
。
東
南
至
二

奴
国
一

百
里
。
官
曰
二

兕
馬
觚
一

、
副
曰
二

卑
奴
母
離
一

。
有
二

二
万
余
戸
一

。
東
行
至
二

不
弥
国

一

百
里
。
官
曰
二

多
模
一

、
副
曰
二

卑
奴
母
離
一

。
有
二

千
余
家
一

。
南
至
二

投
馬
国
一

。
水
行
二
十
日
。
官
曰
二

弥

弥
一

、
副
曰
二

弥
弥
那
利
一

。
可
二

五
万
余
戸
一

。
南
至
二

邪
馬
台
国
一

、
女
王
之
所
レ

都
。
水
行
十
日
、
陸
行
一

月
。
官
有
二

伊
支
馬
一

。
次
曰
二

弥
馬
升
一

、
次
曰
二

弥
馬
獲
支
一

、
次
曰
二

奴
佳
鞮
一

。
可
二

七
万
余
戸
一

。

自
二

女
王
国
一

以
北
、
其
戸
数
・
道
里
可
レ

得
二

略
載
一

、
其
余
旁
国
遠
絶
、
不
レ

可
レ

得
レ

詳
。
次
有
二

斯
馬
国

一

、
次
有
二

已
百
支
国
一

、
次
有
二

伊
邪
国
一

、
次
有
二

都
支
国
一

、
次
有
二

弥
奴
国
一

、
次
有
二

好
古
都
国
一

、
次
有

二

不
呼
国
一

、
次
有
二

姐
奴
国
一

、
次
有
二

対
蘇
国
一

、
次
有
二

蘇
奴
国
一

、
次
有
二

呼
邑
国
一

、
次
有
二

華
奴
蘇
奴
国



一

、
次
有
二

鬼
国
一

、
次
有
二

為
吾
国
一

、
次
有
二

鬼
奴
国
一

、
次
有
二

邪
馬
国
一

、
次
有
二

躬
臣
国
一

、
次
有
二

巴
利

国
一

、
次
有
二

支
惟
国
一

、
次
有
二

烏
奴
国
一

、
次
有
二

奴
国
一

、
此
女
王
境
界
所
レ

尽
。
其
南
有
二

狗
奴
国
一

、
男

子
為
レ

王
、
其
官
有
二

狗
古
智
卑
狗
一

、
不
レ

属
二

女
王
一

。
自
レ

郡
至
二

女
王
国
一

万
二
千
余
里
。

…
…
（
中
略
・
倭
国
の
風
俗
習
慣
な
ど
）
…
…

自
二

女
王
国
一

以
北
、
特
置
二

一
大
率
一

、
検
二

察
諸
国
一

、
諸
国
畏
二

憚
之
一

。
常
治
二

伊
都
国
一

、
於
二

国
中
一

有
レ

如
二

刺
史
。
王
遣
レ

使
詣
二

京
都
・
帯
方
郡
・
諸
韓
国
一

、
及
郡
使
二

倭
国
一

、
皆
臨
レ

津
捜
露
、
伝
二

送
文
書

・
賜
遺
之
物
一

詣
二

女
王
一

、
不
レ

得
二

差
錯
一

。
下
戸
与
二

大
人
一

相
二

逢
道
路
、
逡
巡
入
レ

草
。
伝
レ

辞
説
レ

事
、

或
蹲
或
跪
、
両
手
據
レ

地
、
為
二

之
恭
敬
一

。
対
応
声
曰
レ

噫
。
比
如
二

然
諾
一

。

其
国
本
亦
以
二

男
子
一

為
レ

王
。
住
七
八
十
年
、
倭
国
乱
、
相
攻
伐
歴
レ

年
。
乃
共
立
二

一
女
子
一

為
レ

王
。
名

曰
二

卑
弥
呼
一

。
事
二

鬼
道
一

、
能
惑
レ

衆
。
年
已
長
大
、
無
二

夫
壻
一

。
有
二

男
弟
一

佐
レ

治
レ

国
。
自
レ

為
レ

王
以
来
、

少
二

有
レ

見
者
一

。
以
二

婢
千
人
一

自
侍
。
唯
有
二

男
子
一
人
一

給
二

飲
食
一

、
伝
レ

辞
出
入
。
居
処
・
宮
室
・
楼
観

・
城
柵
、
厳
設
、
常
有
レ

人
持
レ

兵
守
衛
。

女
王
国
東
渡
レ

海
千
余
里
、
復
有
レ

国
、
皆
倭
種
。
又
有
二

侏
儒
国
一

在
二

其
南
一

。
人
長
三
四
尺
、
去
二

女
王

一

四
千
余
里
。
又
有
二

裸
国
・
黒
歯
国
一

、
復
在
二

其
東
南
一

。
船
行
一
年
可
レ

至
。
参
二

問
倭
地
一

、
絶
在
二

海
中

洲
島
之
上
一

。
或
絶
或
連
、
周
旋
可
二

五
千
余
里
一

。

景
初
二
年
六
月
、
倭
女
王
遣
二

大
夫
難
升
米
等
一

詣
レ

郡
、
求
下

詣
二

天
子
一

朝
献
上

。
太
守
劉
夏
遣
レ

吏
将
送

詣
二

京
都
一

。

其
年
十
二
月
、
詔
書
報
二

倭
女
王
一

曰
、
「
制
二

詔
親
魏
倭
王
卑
弥
呼
一

。
帯
方
太
守
劉
夏
遣
レ

使
送
二

汝
大

夫
難
升
米
・
次
使
都
市
牛
利
一

、
奉
二

汝
所
レ

献
男
生
口
四
人
・
女
生
口
六
人
・
班
布
二
匹
二
丈
一

、
以
到
。

汝
所
レ

在
踰
レ

遠
、
乃
遣
レ

使
貢
献
。
是
汝
之
忠
孝
、
我
甚
哀
レ

汝
。
今
以
レ

汝
為
二

親
魏
倭
王
一

、
仮
二

金
印
・

紫
綬
一

、
装
封
付
二

帯
方
太
守
一

仮
二

授
汝
一

。
其
綏
二

撫
種
人
一

、
勉
為
二

孝
順
一

。
汝
来
使
難
升
米
・
牛
利
渉
レ

遠
、
道
路
勤
労
。
今
以
二

難
升
米
一

為
二

率
善
中
郎
将
一

、
牛
利
為
二

率
善
校
尉
一

。
仮
二

銀
印
・
青
綬
一

、
引
見

労
賜
遣
レ

還
。
今
以
二

絳
地
交
龍
錦
五
匹
・
絳
地
縐
粟
罽
十
張
・
蒨
絳
五
十
匹
・
紺
青
五
十
匹
一

、
答
二

汝
所

レ

献
貢
直
一

。
又
特
賜
二

汝
紺
地
句
文
錦
三
匹
・
細
班
華
罽
五
張
・
白
絹
五
十
匹
・
金
八
両
・
五
尺
刀
二
口
・

銅
鏡
百
枚
・
真
珠
・
鉛
丹
各
五
十
斤
一

、
皆
装
封
付
二

難
升
米
・
牛
利
一

還
到
録
受
、
悉
可
下

以
示
二

汝
国
中
人

一

、
使
上
レ

知
三

国
家
哀
レ

汝
。
故
鄭
重
賜
二

汝
好
物
一

也
。
」

正
始
元
年
、
太
守
弓
遵
遣
二

建
中
校
尉
梯
儁
等
一

奉
二

詔
書
・
印
綬
一

詣
二

倭
国
一

、
拝
二

仮
倭
王
一

。
并
齎
レ

詔

賜
二

金
・
帛
・
錦
・
罽
・
刀
・
鏡
・
采
物
一

。
倭
王
因
レ

使
上
表
答
二

謝
恩
詔
一

。

其
四
年
、
倭
王
復
遺
二

使
大
夫
伊
声
耆
・
掖
邪
狗
等
八
人
一

、
上
二

献
生
口
・
倭
錦
・
絳
青
縑
・
緜
衣
・
帛

布
・
丹
木
・

・
短
弓
矢
一

。
掖
邪
狗
等
壱
拝
二

率
善
中
郎
将
印
綬
一

。

其
六
年
、
詔
賜
二

倭
難
升
米
黄
幢
一

、
付
レ

郡
仮
授
。

其
八
年
、
太
守
王
頎
到
レ

官
。
倭
女
王
卑
弥
呼
与
二

狗
奴
国
男
王
卑
弥
弓
呼
一

素
不
レ

和
、
遣
二

倭
載
斯
・
烏

越
等
一

詣
レ

郡
、
説
二

相
攻
撃
状
一

。
遣
二

塞
曹
掾
史
張
政
等
一

因
齎
二

詔
書
・
黄
幢
一

、
拝
二

仮
難
升
米
一

為
レ

檄
告

二

喩
之
一

。

卑
弥
呼
以
死
、
大
作
レ

冢
、
径
百
余
歩
。
狥
葬
者
奴
碑
百
余
人
。
更
立
二

男
王
一

、
国
中
不
レ

服
。
更
相
誅

殺
。
当
時
殺
二

千
余
人
一

。
復
立
二

卑
弥
呼
宗
女
台
与
、
年
十
三
一

為
レ

王
。
国
中
遂
定
。
政
等
以
レ

檄
告
二

喩
台

与
一

。
台
与
遣
倭
大
夫
率
善
中
郎
将
掖
邪
狗
等
二
十
人
一

送
二

政
等
一

還
。
因
詣
レ

台
、
献
二

上
男
女
生
口
三
十

人
一

、
貢
二

白
珠
五
千
・
孔
青
大
句
珠
二
枚
・
異
文
雑
錦
二
十
匹
一

。



４
．
関
係
年
表

西

暦

年

号

天
皇

事

項

二
三
九

(
景
初
三)

卑
弥
呼
、
魏
に
遣
使
。
親
魏
倭
王
の
称
号
を
賜
わ
る

二
四
〇

(

正
始
元)

帯
方
郡
太
守
、
詔
書
・
印
綬
を
倭
国
に
遣
わ
す
。
倭
王
、
答
謝

二
四
三

(

正
始
四)

倭
王
、
魏
に
遣
使
、
朝
貢

二
四
五

(

正
始
六)

魏
帝
、
難
升
米
に
黄
幢
を
賜
わ
る

二
四
七

(

正
始
八)
倭
女
王
、
使
者
を
帯
方
郡
に
遣
わ
し
、
狗
奴
国
と
の
交
戦
を
報
告

四
四
三

隅
田
八
幡
宮
人
物
画
像
鏡
（
五
〇
三
年
説
も
あ
り
）

四
七
一

雄
略

稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
（
五
三
一
年
説
も
あ
り
）

四
七
八

倭
王
武
の
上
表
文

五
三
八

欽
明

仏
教
伝
来

皇
極

六
四
五

大
化

元

孝
徳

大
化
改
新

斉
明

六
六
三

天
智

二

天
智

白
村
江
の
戦
い

六
七
二

天
武

元

天
武

壬
申
の
乱

六
八
一

一
〇

山
上
碑

持
統

六
九
四

持
統

八

藤
原
遷
都

七
〇
一

大
宝

元

文
武

大
宝
律
令

七
一
〇

和
銅

三

元
明

平
城
遷
都

七
一
一

四

多
胡
碑

七
一
二

五

古
事
記
成
立

七
二
〇

養
老

四

元
正

日
本
書
紀
成
立



５
．
魏
志
倭
人
伝
の
倭
国
の
地
名

Ａ
又
一
海
を
渡
る
こ
と
千
余
里
に
し
て
末
盧
国
に
至
る
。
四
千
余
戸
あ
り
。
山
海
に
浜
ひ
て
居
る
。
草

そ

木
茂
盛
し
、
行
く
に
前
人
を
見
ず
。
好
く
魚
鰒
を
捕
ふ
る
に
、
水
深
浅
と
無
く
皆
沈
没
し
て
こ
れ
を

ぎ
ょ
ふ
く

取
る
。

Ｂ
東
南
陸
行
五
百
里
に
し
て
、
伊
都
国
に
到
る
。
官
を
爾
支
と
曰
ひ
、
副
を
泄
謨
觚
・
柄
渠
觚
と
曰
ふ
。

千
余
戸
あ
り
。
世
々
王
有
り
て
、
皆
女
王
国
に
統
属
せ
り
。
郡
使
の
往
来
に
常
に
駐
ま
る
所
な
り
。

Ｃ
東
南
奴
国
に
至
る
百
里
。
官
を

馬
觚
と
曰
ひ
、
副
を
卑
奴
母
離
と
曰
ふ
。
二
万
余
戸
あ
り
。

Ｄ
東
行
し
て
不
弥
国
に
至
る
百
里
。
官
を
多
模
と
曰
ひ
、
副
を
卑
奴
母
離
と
曰
ふ
。
千
余
家
あ
り
。

Ａ
（
ま
つ
ら
）

①

北

、
火

前

国
の
松
浦

県

に
到
り
て
、
玉

嶋

里
の
小
河
の

側

に
進
食
す
。
是
に
、
皇
后
、
針

き
た
の
か
た

ひ
の
み
ち
の
く
ち
の
く
に

ま
つ

ら
の
あ
が
た

た
ま
し
ま
の
さ
と

を

が
は

ほ
と
り

み

を

し

こ
こ

き

さ

き

を
勾
げ
て
鉤
を
為
り
、

粒

を
取
り
て
餌
に
し
て
、
裳
の
縷
を
抽
取
り
て

緡

に
し
て
、
…
…
。
因
り

ま

ち

つ
く

い
ひ
ぼ

ゑ

み
も

い
と

と

つ
り
の
を

よ

て
竿
を
挙
げ
て
、

乃

ち
細
鱗
魚
を
獲
つ
。
時
に
皇
后
の

曰

は
く
、
「
希
見
し
き
物
な
り
」
と
の
た
ま

あ

す
な
は

あ

ゆ

え

の
た
ま

め

づ

ら

ふ
。
故
、

時

人
、
其
の

処

を
号
け
て
、
梅
豆
邏
国
と
曰
ふ
。
今
、
松
浦
と
謂
ふ
は

訛

れ
る
な
り
。

か
れ

と
き
の
ひ
と

と
こ
ろ

な
づ

め

づ

ら
の

く
に

い

ま
つ

ら

い

よ
こ
な
ば

（
日
本
書
紀

神
功
皇
后
前
・
四
・
三
）

②
松

浦

郡

郷
は
一
十
一

所

里

は
廾
六
、

駅

は
五
所
、

烽

は
八
所
な
り
。
（
肥
前
国
風
土
記
）

ま
つ
ら
の
こ
ほ
り

さ
と

と
こ
ろ

こ
ざ
と

う
ま
や

と
ぶ
ひ

Ｂ
（
い
と
）

①
筑
紫
に

幸

す
。
…
…
筑
紫
の
伊
覩

県

主
の
祖
五
十
迹
手
、

天

皇

の

行

す
を

聞

り
て
、
…
…

つ
く

し

い
で
ま

い

と
の
あ
が
た
ぬ
し

お
や

い

と

て

す
め
ら
み
こ
と

い
で
ま

う
け
た
ま
は

穴
門
の
引
嶋
に
参
迎
へ
て

献

る
。
…
…
天
皇
、

即

ち
五
十
迹
手
を
美
め
た
ま
ひ
て
、
「
伊
蘇
子
」

あ
な

と

ひ
こ

し
ま

ま
う
む
か

た
て
ま
つ

す
な
は

い

と

て

ほ

い

そ

し

と

曰

ふ
。
故
、

時

人
、
五
十
迹
手
が

本

土
を
号
け
て
、
伊
蘇
国
と
曰
ふ
。
今
、
伊
覩
と
謂
ふ
は

の
た
ま

か
れ

と
き
の
ひ
と

も
と
の
く
に

な
づ

い

そ
の

く
に

い

い

と

い

訛

れ
る
な
り
。
（
日
本
書
紀

仲
哀
八
・
一
・
四
）

よ
こ
な
ま

②
時
に
、

適

皇
后
の
開

胎
に
当
れ
り
。
皇
后
、
則
ち
石
を
取
り
て

腰

に

挿

み
て
、
祈
り
た
ま
ひ
て

た
ま
た
ま

き

さ

き

う
む
が
つ
き

あ
た

み
こ
し

さ
し
は
さ

曰
し
た
ま
は
く
、
「
事
竟
へ
て
還
ら
む
日
に
、
茲
土
に
産
れ
た
ま
へ
」
と
ま
う
し
た
ま
ふ
。
其
の
石

ま
う

こ
と

を

か
へ

こ

こ

あ

は
、
今
伊
覩

県

の
道
の

辺

に
在
り
。
（
日
本
書
紀

神
功
摂
政
前
九
・
一
〇
）

い

と
の
あ
が
た

ほ
と
り

Ｃ
（
な
）

①
「
漢
委
奴
国
王
」
金
印
（
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
福
岡
市
の
志
賀
島
か
ら
出
土
）

＊
建
武
中
元
二
年
、
倭
の
奴
国
、
奉
貢
朝
賀
す
。
使
人
自
ら
大
夫
と
称
す
。
倭
国
の
極
南
界
な
り
。

光
武
、
賜
ふ
に
印
綬
を
以
て
す
。
（
後
漢
書
東
夷
伝

）
建
武
中
元
二
年
はA

C
.
5
7

②
儺

県

に
到
り
ま
し
て
、
因
り
て
橿
日
宮
に
居
し
ま
す
。
（
日
本
書
紀

仲
哀
八
・
一
・
二
一
）

な
の
あ
が
た

よ

か
し

ひ
の

み
や

ま

③
御
船
、
還
り
て
娜
大
津
に
至
る
。
（
日
本
書
紀

斉
明
七
・
二
・
二
五
）

か
へ

な
の

お
ほ

つ

Ｄ
（
ふ
み
）

①
故
、
其
の

政

未
だ
竟
ら
ぬ

間

に
、
其
の
懐
妊
め
る
を
産
む
と
き
に
臨
み
て
、
即
ち
御
腹
を
鎮
め
む

か
れ

そ

ま
つ
り
ご
と
い
ま

を
は

あ
ひ
だ

は

ら

み

は
ら

と
為
て
、
石
を
取
り
て
御
裳
の
腰
に
纒
き
て
、
竺
紫
国
に
渡
る
に
、
其
の
御
子
は
、
あ
れ
坐
し
き
、

し

み

も

ま

つ
く

し

み

こ

ま

故
、
其
の
御
子
を
生
み
し

地

を
号
け
て
宇
美
と
謂
ふ
。
亦
、
其
の
御
裳
に
纒
け
る
石
は
、
筑
紫
国
の

と
こ
ろ

な
づ

う

み

い

ま
た

伊
斗
村
に
在
り
。
（
古
事
記

仲
哀
）

い

と
の

む
ら

②
誉
田

天

皇

を
筑
紫
に
生
れ
た
ま
ふ
。
故
、

時

人
、
其
の

産

処

を
号
け
て
宇
瀰
と
曰
ふ
。

ほ
む

た
の
す
め
ら
み
こ
と

つ
く

し

あ

か
れ

と
き
の
ひ
と

そ

み
う
み
の
と
こ
ろ

な
づ

う

み

い

（
日
本
書
紀

神
功
皇
后
前
・
一
二
・
一
四
）



怡土郡

志摩郡

宗像郡

遠賀郡

鞍手郡

御笠郡

夜須郡

早
良
郡

那
珂
郡

糟
屋
郡穂

波
郡

嘉
麻
郡

上座郡下座郡

席田郡

肥前国

筑後国
豊後国

豊
前
国

志賀島

娜大津

末盧国

不弥国
奴国

伊都国



６
．
魏
志
倭
人
伝
の
倭
国
の
官
職
名

国

名

官

職

名

対
馬
国

大
官
…
卑
狗

副
…
卑
奴
母
離

一
大
国

官
…
卑
狗

副
…
卑
奴
母
離

末
廬
国

伊
都
国

官
…
爾
支

副
…
泄
謨
觚
・
柄
渠
觚

奴
国

官
…
兕
馬
觚

副
…
卑
奴
母
離

不
弥
国

官
…
多
模

副
…
卑
奴
母
離

投
馬
国

官
…
弥
弥

副
…
弥
弥
那
利

邪
馬
台
国

官
…
伊
支
馬

次
…
弥
馬
升

次
…
弥
馬
獲
支

次
…
奴
佳
鞮

狗
奴
国

官
…
狗
古
智
卑
狗

◎
ひ
こ

【
地
名
＋
つ
＋
ひ
こ
】

阿
蘇
都
彦
（
あ
そ
つ
ひ
こ
）
、
伊
勢
都
彦
命
（
い
せ
つ
ひ
こ
の
み
こ
と
）
、

伊
与
都
比
古
（
い
よ
つ
ひ
こ
）
、
宇
沙
都
比
古
（
う
さ
つ
ひ
こ
）
、

吉
備
津
彦
命
（
き
び
つ
ひ
こ
の
み
こ
と
）
、
磯
城
津
彦
命
（
し
き
つ
ひ
こ
の
み
こ
と
）

【
地
名
＋
ひ
こ
】

伊
賀
彦
（
い
が
ひ
こ
）
、
吉
備
比
古
（
き
び
ひ
こ
）
、
讃
伎
日
子
（
さ
ぬ
き
ひ
こ
）
、

狭
穂
彦
王
（
さ
ほ
び
こ
の
み
こ
）
、
磯
城
彦
（
し
き
ひ
こ
）
、
登
美
毘
古
（
と
み
び
こ
）

【
中
心
的
な
意
味
を
含
ま
な
い
よ
う
に
み
え
る
「
ひ
こ
」
】

少
彦
名
命
（
す
く
な
び
こ
な
の
み
こ
と
）
、
天
稚
彦
（
あ
め
わ
か
ひ
こ
）
、

大
彦
命
（
お
ほ
び
こ
の
み
こ
と
）

【
和
風
諡
号
に
「
ひ
こ
」
を
含
む
天
皇
】

神
日
本
磐
余
彦
天
皇
（
神
武
）
、
磯
城
津
彦
玉
手
看
天
皇
（
安
寧
）
、
大
日
本
彦
耜
友
天
皇
（
懿
徳
）
、

観
松
彦
香
殖
稲
天
皇
（
孝
昭
）
、
日
本
足
彦
国
押
人
天
皇
（
孝
安
）
、



大
日
本
根
子
彦
太
瓊
天
皇
（
孝
霊
）
、
大
日
本
根
子
彦
国
牽
天
皇
（
孝
元
）
、

稚
日
本
根
子
彦
大
日
日
天
皇
（
開
化
）
、
御
間
城
入
彦
五
十
瓊
殖
天
皇
（
崇
神
）
、

活
目
入
彦
五
十
狭
茅
天
皇
（
垂
仁
）
、
大
足
彦
忍
代
別
天
皇
（
景
行
）
、
稚
足
彦
天
皇
（
成
務
）
、

足
仲
彦
天
皇
（
仲
哀
）

◎
み
み

正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
（
天
照
大
神
の
子
）
、
手
研
耳
命
（
神
武
の
子
）
、

三
嶋
溝
橛
耳
神
（
神
武
の
皇
后
の
祖
父
）
、
神
渟
名
川
耳
尊
（
神
武
の
子
。
綏
靖
）
、

神
八
井
耳
命
（
神
武
の
子
）
、
息
石
耳
命
（
安
寧
の
子
）
、
陶
津
耳
（
大
物
主
大
神
の
妻
の
父
）
、

稲
田
宮
主
簀
狭
之
八
箇
耳
（
素
戔
嗚
尊
の
妻
の
父
）

廐
戸
豐
聰
耳
皇
子
（
聖
徳
太
子
）

大
耳
（
肥
前
国
の
土
蜘
蛛
）
、
垂
耳
（
肥
前
国
の
土
蜘
蛛
）

◎
み
ま

記
紀
、
万
葉
、
祝
詞
に
数
例
。
い
ず
れ
も
「
御
馬
」

◎
わ
き

【
傍
ら
】

○
手

力

雄
神
を
以
て
、
磐
戸
の

側

に

立

て
て
、
（
日
本
書
紀

天
石
屋
戸
）

た

ち
か
ら
を
の

か
み

い
は

と

と
わ
き

か
く
し
た

【
脇
の
下
】

○
…
…
み
ど
り
児
の

乞
ひ
泣
く
ご
と
に

取
り
与
ふ
る

物
し
無
け
れ
ば

男
じ
も
の

腋
は
さ

み
持
ち
…
…
（
万
葉
二
・
二
一
〇
）
柿
本
人
麻
呂

【
区
別
】

○
夜
昼
と
い
ふ
別
知
ら
ず
わ
が
恋
ふ
る
心
は
け
だ
し
夢
に
見
え
き
や
（
四
・
七
一
六
）
大
伴
家
持

よ
る

ひ
る

わ
き

い
め

【
別
け
る
】

○
皇
孫
、
是
に
、

天

磐
座
を
脱
離
ち
、

天

八
重

雲

を
排
分
け
て
、
稜
威
の
道
別
に
道
別
き
て
、

こ
こ

あ
ま
の
い
は

く
ら

お
し

は
な

あ
め
の

や

へ

た
な
ぐ
も

お
し

わ

い

つ

み

わ
き

天
降
り
ま
す
。
（
日
本
書
紀

天
孫
降
臨
）

あ
ま

く
だ

【
若
い
】

○
宇
治
若
郎
子
（
う
ぢ
の
わ
き
い
ら
つ
こ
）
、
八
田
若
郎
女
（
や
た
の
わ
き
い
ら
つ
め
）

稲
日
稚
郎
姫
（
い
な
び
の
わ
き
い
ら
つ
め
）



◎
ひ
な万

葉
集
に
は
「
天
離
る
」
と
い
う
枕
詞
を
冠
し
た
「
天
離
る

鄙
」
と
い
う
表
現
が
二
十
例
ほ
ど
も

存
在
す
る
。

①
…
…
天
離
る

鄙
に
は
あ
れ
ど

石
走
る

近
江
の
国
の

楽
浪
の

大
津
の
宮
に
…
…

（
一
・
二
九
）
近
江
大
津

②
天
離
る
鄙
の
荒
野
に
君
を
置
き
て
思
ひ
つ
つ
あ
れ
ば
生
け
る
と
も
な
し
（
二
・
二
二
七
）
石
見

③
天
離
る
鄙
の
長
道
ゆ
恋
ひ
来
れ
ば
明
石
の
門
よ
り
大
和
島
見
ゆ
（
三
・
二
五
五
）
九
州
か

④
天
離
る
鄙
に
五
年
住
ま
ひ
つ
つ
都
の
て
ぶ
り
忘
ら
え
に
け
り
（
五
・
八
八
〇
）
筑
前

⑤
石
上

布
留
の
命
は
…
…
大
君
の

命
畏
み

天
離
る

鄙
辺
に
罷
る
…
…
」

（
六
・
一
〇
一
九
）
土
左

⑥
天
離
る
鄙
に
も
月
は
照
れ
れ
ど
も
妹
ぞ
遠
く
は
別
れ
来
に
け
る
（
一
五
・
三
六
九
八
）
対
馬

⑦
天
離
る
鄙
に
月
経
ぬ
し
か
れ
ど
も
結
ひ
て
し
紐
を
解
き
も
開
け
な
く
に
（
一
七
・
三
九
四
八
）越

中

「
天
離
る

鄙
」
と
呼
ば
れ
る
対
象
に
は
、
近
江
大
津
の
よ
う
な
、
飛
鳥
か
ら
さ
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
地

も
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
多
く
は
九
州
や
越
中
な
ど
の
遠
隔
地
。
「
ひ
な
」
は
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た

田
舎
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
も
り「

も
り
」
は
動
詞
「
も
る
」
の
名
詞
形
で
、
見
張
る
こ
と
、
見
守
る
こ
と
。
上
代
に
用
例
の
あ
る
複

合
語
に
、
「
さ
き
も
り
（
防
人
）
」
「
し
ま
も
り
（
島
守
）
」
「
せ
き
も
り
（
関
守
）
」
「
た
ま
も
り

（
玉
守
）
」
「
た
も
り
（
田
守
）
」
「
つ
も
り
（
津
守
）
」
「
と
き
も
り
（
時
守
）
」
「
の
も
り
（
野

守
）
」
「
や
ま
も
り
（
山
守
）
」
な
ど
が
あ
る
。

こ
こ
に
列
挙
し
た
「
○
○
も
り
」
の
例
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
先
（
最
前
線
）
の
番

人
」
「
島
の
番
人
」
「
関
の
番
人
」
「
玉
の
番
人
」
「
田
の
番
人
」
「
津
（
船
着
き
場
）
の
番
人
」

「
時
間
の
番
人
」
「
野
の
番
人
」
「
山
の
番
人
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
す
る
と
、
「
ひ
な
も
り
」
も
鄙
そ
の
も
の
を
見
張
っ
て
い
る
「
鄙
の
番
人
」
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
邪
馬
台
国
な
り
邪
馬
台
国
連
合
の
執
行
部
な
り
か
ら
派
遣
さ
れ
、
鄙

（
こ
こ
で
は
、
対
馬
国
・
一
支
国
・
奴
国
・
不
弥
国
）
に
次
官
の
立
場
で
赴
任
し
て
、
長
官
を
輔
佐
し

つ
つ
、
そ
れ
ら
の
国
を
見
張
っ
て
い
る
存
在
、
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
「
ひ
な
」
と
「
つ
ま
」

古
事
記
下
巻
・
雄
略
天
皇
条
に
こ
う
い
う
歌
謡
が
あ
る
。

…
…
新
嘗
屋
に

生
ひ
立
て
る

百
足
る

槻
が
枝
は

上
枝
は

天
を
覆
へ
り

中
つ
枝
は

に
ひ

な
へ

や

お

だ

も
も

だ

つ
き

え

ほ
つ

え

あ
め

お

え

東

を
覆
へ
り

下
枝
は

鄙
を
覆
へ
り
…
…
（
古
事
記
歌
謡
九
九
）

あ
づ
ま

お

し
づ

え

ひ
な

お

景
行
天
皇
の
宮
殿
に
槻
の
巨
木
が
あ
り
、
そ
の
木
の
上
の
方
の
枝
は
「
あ
め
」
を
覆
い
、
中
間
の
枝

は
「
あ
づ
ま
」
を
覆
い
、
下
の
方
の
枝
は
「
ひ
な
」
を
覆
っ
て
い
る
と
あ
る
。



こ
こ
の
「
あ
め
」
「
あ
づ
ま
」
「
ひ
な
」
は
、
ど
れ
も
遥
か
遠
い
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
世
界
と
い
う

意
味
合
い
で
、
こ
の
木
の
巨
大
さ
を
表
現
し
た
も
の
と
い
う
説
を
採
り
た
い
。

八
世
紀
以
降
、
東
の
「
あ
づ
ま
」
に
対
し
、
九
州
の
南
端
に
は
「
さ
つ
ま
」
が
存
在
す
る
。
「
あ
づ

ま
」
は
朝
廷
の
勢
力
の
及
ぶ
東
の
果
て
で
あ
り
、
「
さ
つ
ま
」
は
朝
廷
の
勢
力
の
及
ぶ
西
の
果
て
。
両

者
に
は
「
果
て
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
、
語
形
の
上
で
は
「
つ
ま
」
が
共
通
す
る
（
「
あ
づ
ま
」
の

「
づ
」
、
「
さ
つ
ま
」
の
「
つ
」
に
清
濁
の
差
は
あ
る
が
）
。

「
つ
め
（
爪
）
」
は
手
足
の
先
端
に
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
つ
め
」
は
人
間
の
体
の
最
末
端
に

位
置
し
て
い
る
。
「
爪
」
は
単
独
で
使
わ
れ
る
と
き
は
「
つ
め
」
と
い
う
語
形
だ
が
、
複
合
語
に
お
い

て
は
「
つ
ま
さ
き
（
爪
先
）
」
「
つ
ま
び
く
（
爪
弾
く
）
」
「
つ
ま
は
じ
き
（
爪
弾
き
）
」
な
ど
の
よ

う
に
「
つ
ま
」
と
い
う
語
形
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

「
あ
づ
ま
」
「
さ
つ
ま
」
は
「
つ
め
（
爪
）
」
と
語
源
を
一
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

魏
志
倭
人
伝
に
は
「
投
馬
国
」
と
い
う
国
名
が
見
え
る
。
「
つ
ま
国
」
と
読
む
と
す
れ
ば
、
こ
の
国

は
「
あ
づ
ま
」
や
「
さ
つ
ま
」
と
同
類
の
位
置
づ
け
の
地
域
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
邪
馬
台
国
連
合
の
最
末
端
に
位
置
す
る
が
故
の
命
名
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

投
馬
国
と
邪
馬
台
国
と
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
南
投
馬
国
に
至
る
。
水
行
二
十
日
。
…
…
南

邪
馬
台
国
に
至
る
。
女
王
の
都
す
る
所
。
水
行
十
日
・
陸
行
一
月
」
と
あ
る
。

帯
方
郡
か
ら
邪
馬
台
国
に
至
る
旅
程
を
連
続
的
と
見
る
と
、
邪
馬
台
国
は
投
馬
国
の
南
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
右
の
考
え
方
は
成
り
立
た
な
い
が
、
榎
一
雄
氏
の
説
の
よ
う
に
、
伊
都
国
か
ら
先
を
放
射

状
に
読
ん
で
良
い
な
ら
ば
、
邪
馬
台
国
の
南
に
投
馬
国
が
位
置
す
る
可
能
性
が
生
じ
、
右
の
考
え
方
が

成
り
立
つ
余
地
が
あ
る
。

不
弥
国

奴
国

伊
都
国

投
馬
国

邪
馬
台
国

対
馬
国

一
支
国

末
盧
国

７
．
魏
志
倭
人
伝
の
倭
国
の
人
名

①
卑
弥
呼
…
…
倭
の
女
王
。

②
難
升
米
…
…
倭
の
大
夫
。
女
王
の
使
者
と
し
て
帯
方
郡
を
経
て
魏
に
赴
く
。
率
善
中
郎
将
を
賜
わ
る
。

正
始
六
年
と
八
年
、
魏
か
ら
黄
幢
を
賜
わ
る
。

③
牛
利
…
…
…
倭
の
都
市
（
官
職
名
か
）
。
次
使
と
し
て
難
升
米
と
と
も
に
魏
に
赴
く
。
率
善
校
尉
を

賜
わ
る
。

④
伊
声
耆
…
…
倭
の
大
夫
。
女
王
の
使
者
と
し
て
魏
に
赴
く
。
率
善
中
郎
将
を
賜
わ
る
。

⑤
掖
邪
狗
…
…
倭
の
大
夫
。
女
王
の
使
者
と
し
て
魏
に
赴
く
。
率
善
中
郎
将
を
賜
わ
る
。
卑
弥
呼
の
死

後
、
台
与
の
使
者
と
し
て
魏
に
赴
く
。

⑥
卑
弥
弓
呼
…
狗
奴
国
王
。
卑
弥
呼
と
不
和
。

⑦
台
与
…
…
…
卑
弥
呼
の
一
族
。
卑
弥
呼
の
後
を
継
い
で
十
三
歳
で
女
王
と
な
っ
た
。


